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2011年10月21日（金）
講演会：16時～／懇親会：18時～

三笠会館　宴会場
中央区銀座 5-5-17　三笠会館 5F

松本　大地　（商い創造研究所）

「人と街と商いのリンケージによる都市の賑わいづくり」

渡辺　義之　（ＺＧＦ建築事務所アソシエイト）

「ポートランド流　”歩行者を楽しませる道作り”」

＜主催＞ 銀座西並木通り会
＜共催＞ 銀座街づくり会議

アメリカ・オレゴン州最大の都市ポートランド（行政人口約６０万人、商圏人口約２００万人）は、約４０年前、中心市街地がス
ラム化し、荒廃の一途を辿っていたが、優れたリーダーと自治意識の高い住民、ディベロッパーなど、多くのプレイヤーの努力に
より、全米屈指の環境にやさしく、働きやすく、住みやすい街としての地位を築くに至りました。
銀座西並木通りではリーマンショック以降、複数のブランドが撤退し、テナントの抜けた後にコンビニエンスストアが入る、また
は抜けたまま１年以上次のテナントが入らない、建て替え計
画が頓挫したまま駐車場と自動販売機が並ぶなど、決して日
本有数のショッピングストリートとは思えない状況となって
おります。
このような状況を打開するため、銀座西並木通り会の会員を
中心に、銀座の街づくりに高い問題意識、当事者意識を持っ
ている方、銀座の街づくりに一定の影響力を持っている方に
お集まり頂き、ポートランド在住建築家の渡辺義之氏と、商
業コンサルタントの松本大地氏に、世界から注目される環境
共生先端都市ポートランドがどのようにして現在の姿に至っ
たのかというお話と、「銀座や並木通りの活性化の為に」と
いうテーマでご提案を頂きます。

        



■講師プロフィール■

□渡辺　義之（ZGF 建築事務所アソシエイト）
オレゴン州ポートランド市 ZGF 建築事務所アソシエイト／マサチューセッツ州登録建築家。

1966 年東京生まれ。慶應義塾大学経済学部卒業後、住友信託銀行入行。建築への夢を果たすべく米国留学、MIT 建

築学部Michael McKinnell 教授の指導を受け建築学修士。1998 年ボストン市同教授の事務所へ入所し、校舎、美術館、

オフィスビルなどの設計施工管理を行う。2006 年 ZGF に移籍。プロジェクトデザイナーとして関わったポートラン

ド市の、リテール・オフィス・住居の複合ビル、TwelveWest はグリーンビルディング認証制度である LEED のプラ

チナをダブル取得。オレゴン大学ジャクア・アカデミック・センターは 2011 年度米国建築家協会最優秀インテリア

賞受賞。また、ポートランド再生のきっかけとなった「歩行者を楽しませる道づくり」に注目し、東京財団主催の自

治体職員週末学校や、原研哉氏主催のハウスビジョンプロジェクト等に積極的に紹介している。

□松本　大地（商い創造研究所）
1952 年神奈川県生まれ。山一証券、鈴屋にて金融・流通の実務を経験後、1988 年に丹青社入社。商業施設の企画、

設計、施工のプロジェクト・マネージメントを担当。1999 年営業開発室にて大型商業施設における調査・企画・業

態開発・環境計画・事業計画・テナントミックス等のプランニング＆プロデュースの責任者。2005 年４月より SCマー

ケティング研究所所長就任、数多くのショッピングセンターや駅ビル開発の推進、新業態開発づくりなどを手掛ける。

2007 年７月「人と街と商いの新しいリンケージ」をテーマに、（株）商い創造研究所を創立、代表取締役に就任。街

づくりから SC、駅ビル、ショップまでのコンサルティング業務、トータルプロデュース業務を手掛ける。また、長

年に渡る欧米の商業マーケティング調査・研究から、日経新聞や業界紙での執筆活動を行う。特に、米国オレゴン州ポー

トランド市における街づくり研究は、マスコミ、行政、民間企業で注目されている。
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竹沢　これから西銀座並木通り懇話会を始めさせていただきたいと思います。私は銀座街づくり会議

の竹沢です。どうして私が司会をしているかといいますと、少し理由があります。

　銀座街づくり会議は 2004 年から、街づくりに関わるさまざまな課題を考えて活動をし、シンポジ

ウムなどもやっています。2006 年からは銀座デザイン協議会ができ、銀座に建つ建物や広告のデザイ

ンなどについて事業者の方と協議を行っています。しかし、銀座街づくり会議で扱う問題はどうして

も全銀座、銀座全体に関わってくるのですが、ご承知の通り、銀座といってもいろいろな通りがあり、

それぞれ特徴が違います。ですから銀座全体で 1つのことをやろうというのは、実はとても大変なこ

となのです。西並木通り会のように機動力があってやる気のある人材がたくさん整っていて、そして

将来像をみんなで勉強していこうではないかというすばらしい動きは、ぜひ私共でも応援していきま

しょうということになりまして、やれることは何でも致しますと申し上げて、今日はこの役回りを仰

せつかったというわけです。

　そういうわけで、今日は司会進行役を務めさせていただきますが、お手元にある懇話会式次第にし

たがって進めさせていただきます。

　まず、西並木通り会会長、三笠会館社長の谷善樹さんから開会のご挨拶をいただきたいと思います

のでよろしくお願いします。

谷　本日はお忙しい中を大勢の方々にお集まりいただきありがとうございます。ただいまご紹介いた

だきました、現在西並木通り会会長をしております谷です。本日はすばらしい企画で、並木通りをど

う考えるかというチャンスをいただき、いろいろなご縁があってこういうことができ、大変期待して

おります。こういう会議では、先生にすばらしいお話をいただくと同時に、参加している方々からそ

れぞれのお立場からご意見をいただき、そして先生方に投げかけるという形で、やりとりのある中身

の濃い会にしていただきたいという願いをもっております。

　並木通りはだいぶ前に８億円ほどのお金をかけて、通りをきれいにしました。それなりのインパク

トがありまして、世界の名だたるブティックやいろいろなお店が出てくれるようになり、いま銀座の

中でもひときわ集客力の高い、前向きのお店がたくさん入った通りになっています。これを１つの転

換のケースにして全体のレベルを高めた結果です。それを運営しながらすでに 200 ～ 300 回の理事会

を経過していますが、最近つくづく、次のステップを踏まなくてはいけないとおもっています。より

よいメンテナンス、よりよい運営をしているだけでは、いずれ限界が来ると思っています。

　ではどうしたらいいのか、やはり目に見える物が必要でないかと思っています。銀座らしいおもて

なしで世界一になろうとか、アイデアとしてはいろいろあるのですが、しかしやはり手にとって、ま

た眺めて見るような美しい街並みであるとか、すばらしいアーティスティックな造形があるとか、そ

ういうものがないとうまくいかないのではないか。それに負けないようにしようということがないと、
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なかなか心が 1つにまとまっていくことはできないのではないかと思います。

　現に並木通りには、常に新しいお店や新しい会社がチャレンジしています。そういうことを考えま

すと、皆さんが心を合わせてよい街にしていただくためにも、大きな財政的なチャレンジもしなくて

はと密かに思っています。よくハコモノ行政というのがありますが、なぜハコモノ行政がダメなのか

といえば、発注する側の見識がなさすぎるからだろうと思います。本当によいものをどうやってこの

地に根付かせるかという時に、とりあえず予算を作って、すばらしい外部の有識者の方々、ないしは

専門の方々にとにかくお願いしても、お願いしただけで終わってしまうからだろうと思います。そこ

に街としての願いを強く打ち出していくべきであろうし、葛藤の中でその先が見えてくるのではない

かと思うのです。

　そういう意味では、銀座はなぜすばらしいのかといえば、小売業というのはそれほど偉いものでは

なかったのですが、明治以来、日本の代表として、そのなかですばらしい見識を持ったオーナーがた

くさんいらしたから、今があるのだろうと思います。翻って我々はどうなのかというと、我々という

のは皆さんではなくて私ですが、そんなに見識があるわけはではない。心がけて海外を見てきましたが、

その程度です。まだまだ勉強しなくてはいけないなと思っています。

　実は並木通りを 20数年前に作ったときに、横浜に街づくりを見に行ったことがあります。そうしま

したら並木通りの長老の方に呼ばれ、なぜ天下の銀座が横浜くんだりまで勉強に行くのだ、お前は何

を考えているのだとだいぶお叱りを頂きました。残念ながらその方はもう亡くなられましたが、私が

やったことに対してご不満があったということです。それもその通りだと思いますが、私たちとして

は学んでいくしかないだろうと思ったのです。どちらが上とか下とかではなく、学ぶべきところは学

ぼうと思って、敢えて大先輩の命にさからって、運営してきたことを思い出します。

　もう一度銀座が本当の意味でも復興していくためにも、我々が学んでいかないといけないと思って

います。また、今日は一方通行でお話をいただくだけではなくて、それに対して銀座人として「それ

はわかるけれど、どうなのか」「できないよね」というような問題もどんどんぶつけていただいて、先

生方との共感を作っていただけたら、この機会を作られた皆さん、関係された皆さん、ご苦労された

皆さんに報いることができるのではないかと思います。

　このあと楽しみに講演をお聞きくださるようお願い申し上げて、冒頭のご挨拶に代えさせていただ

きます。どうぞよろしくお願いします。

竹沢　ありがとうございました。ただいま会長からお話がありましたように、本日は銀座の方々にお

集まりいただいて、しかも大きな人数にせずに皆さんからご意見をお聞きしたい、ぜひ先生方に質問

をぶつけたりご感想を述べていただいたり、そうした会にしたいという先生方からのご希望でもあり

ます。ぜひそのようにしていただきたいと思い、質疑応答の時間がありますので積極的にご発言いた

だきますように、もしかすると私のほうから指名させていただく場合もございますので、そのような
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おつもりでいただければと思っています。

　本日は渡辺先生、松本先生にお話しいただくのですが、今回のすばらしい企画をまとめてくださっ

たのは、西並木通り会理事であり株式会社ホッタ社長であられる堀田峰明さんです。堀田さんのほう

から今回の企画をまとめるに至った経緯や企画趣旨についてお話しいただきたいと思います。よろし

くお願いします。 　 　

堀田　ただいまご紹介に預かりました株式会社ホッタの堀田峰明と申します。私は黒子に徹しようと

思っていたのですが、今日お話をお願いするお二人の方に、どうして自分たちがこの場で銀座の錚々

たる顔ぶれの方たちに物を申さなくてはいけないのかということをしっかり説明しろとお話をいただ

きましたので、短い時間ですが、簡単な弊社の経緯、弊社と並木通りとのかかわり、どうしてオレゴ

ンのポートランドから学ぼうということになったのかという話をさせていただこうと思います。

　私はまだ 34歳で、会に入れていただいて 6年くらいで初めてお会いする方もいらっしゃると思い

ますので、最初に簡単に自己紹介させていただきます。株式会社ホッタは明治 12年に名古屋で創業し

堀田時計店という名前で長い間やってきました。戦後本拠地を問屋街である御徒町に移転して、ずっ

と時計の問屋としてやってきました。銀座並木通り会のゴルフ部会の会長をしているポンテヴェキオ・

ホッタの堀田幸夫はおじにあたりまして、もともと同じグループだったということになります。

　銀座とのかかわりは、2002 年 3月に花椿通りに「レキシア銀座」というロレックスの専門店を開

店させていただき、2005 年 7月に並木通りに移転しまして、そのときから並木通り会の会員として

仲間に入れさせていただいています。本社の建替えにともない御徒町から銀座に 4年前に移ってきま

して、今は銀座で朝から晩まで働いています。

　最初にあった店舗は、並木通りからちょっと入った花椿通りにあり、今はルイヴィトンさんの隣の

ビルで営業しています。最初は小さい店でした。並木通りは私は素晴らしい場所だと思っています。

花椿通りもちゃんとした場所だと思いますが、移転してみて明らかに客層が変わり、客数が増え、客

単価が上がりました。そしてお客様からの評価も上がったような印象があります。そして、銀座通り

との比較ですが、たとえば観光バスで乗り付けて買いもしないのにダーッと来てそのまま帰っていく

という、もともとのお客様にとっては非常に迷惑なお客様が、今のところ並木通りにはほとんど存在

しないということがいえると思います。ロレックスの売り上げでいうと、並木通りに移転する前まで

はずっと 1位には程遠い第 2グループだったのですが、移転してからは 1位が指定席という形で、立

地の力を感じています。

　しかし、2008 年のリーマンショックの後は、売り上げはほぼ半減、というか何ヶ月かは 6割減と

いうようなものすごいことになりました。今は多少戻ってきていますが、リーマンショックの前には

戻っていません。多くの業界の方がそのような環境かと思いますが、実際そういう状況です。
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　世の中全体の流れということもありますが、ルイ・ヴィトンさんが世界最大級の旗艦店を数寄屋橋

に出すという計画が撤回され、そこにギャップさんが出て、ご案内の通り、ユニクロさん、フォーエバー

21さんとか、決して悪いとは申しませんが、そういうファストファッションが全盛になってきていま

す。

　並木通りに目を転じますと空き店舗が目立ち始め、弊社ももう一店舗ジュエリーの店をやっていた

のですが客数がガタッと減ってしまい、去年撤退しました。空き店舗が目立ち始めていることに貢献

してしまっているのですが、そういう状況があります。８丁目のアワーグラスさんがあった所にセブ

ンイレブンができ、とにかく来外客数の減少傾向は止まりませんし、高級感が並木通りの１つのキャ

ラクターだとすると、それが失われつつあるのが現状ではないかと思います。

　それではただよくなるのを待っているのかというと、何ができるのかというところで、当然個々の

お店の頑張りがあると思いますし、銀座レストランウィークをいう試みや、去年からやっているナイ

トクルーズというイベントなど、通りや街を挙げて、お客様の満足度、銀座に来る魅力をあげていこ

うということがあります。

　あとは会長のお話にありましたが、よその成功事例を学び実践していくということもあります。成

功事例を学んで多くの店のベクトルが合って力を合わせていけば、大きな変化を生むことができるの

ではないかと思っています。

　なぜオレゴン州のポートランドなのかということですが、これは私が 7月に松本大地さんの案内す

る視察ツアーに行ってきたのですが、私はオレゴンがどこにあるのか、ポートランドがどこの国にあ

るのかもまったく知らないで、松本さんにポートランドはいいから行こう行こうと 2年がかりくらい

で口説かれて、今年の 7月に行ってきました。そもそも個人的には私はアメリカが大嫌いで、学ぶも

のはないと思っていたのですが、このポートランドという街は 40年前に中心市街地がスラム化して、

目を覆うような状態だったそうですが、それを何とかしようと素晴らしいリーダーと自立心の高い住

民がたくさんいて、開発を進めるディベロッパーの方々いて、膨大な調査と理論の裏づけもとに都市

計画をリードする建築事務所、これは渡辺さんの事務所ですが、多くのプレイヤーの努力によって、

現在はいろいろなランキングで全米の中で最も環境に優しいとか住みやすいとか、新規事業に適して

いるとかにランクインしています。スラム街になってしまった所が、40年かけて人の努力とベクトル

を合わせてみんなで頑張ってそこまでいったということがあり、何か学ぶものがあるのではないかと

思った次第です。

　重要なプレイヤーである建築事務所が行政と非常によいパートナーシップを組みながら、どんどん

新しい提案をしていって、活気ある街を作っていったわけですが、その ZGF という建築事務所にあこ

がれて門を叩いて入って、いま現地で活躍されている渡辺義之さんと、私がポートランドを知るきっ

かけになった、毎年ポートランドを紹介するツアーとポートランドの事例をもとに講演活動等を日本
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で続けていらっしゃる松本大地さんのお 2人に、銀座をどうするかというと焦点がぼけてしまいます

ので、5丁目から 8丁目の西並木通りをどうやったら活性化することができるかということに焦点を

絞って、渡辺さんにはハード面から松本さんにはソフト面からアプローチしていただいて、ご提言を

いただくことになりました。

　一方通行ではなく、ぜひ双方向で話し合い、終わった後感想をお聞かせいただいたり、質問をいた

だいてそれに答えたり、懇親会にはお 2人にも出ていただけますので、これから有意義な 2時間、3

時間にしたいと思います。

竹沢　ありがとうございました。すでに時間がだいぶ押しておりますので、早速渡辺先生にお話しい

ただきたいと思います。先生、よろしくお願いいたします。
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渡辺　ただいまご紹介にあずかりました渡辺義之と申します。本日は谷会長、谷事務局長、堀田社長、

竹沢さん、関係者の皆様にこの場をお借りしまして御礼申し上げます。

　私が大好きな街、銀座の街の皆様に、私が５年ほど住みますポートランドの街づくりについてお話

しする機会をいただきまして、本当にありがとうございます。ポートランドはニューヨーク、サンフ

ランシスコ、LAといった大都市から比べますと、旅行者の方々には非常にマイナーな街です。しかし

住みやすく、環境にやさしい街としては、おそらく全米でいちばん有名な街です。今日はなぜそのよ

うになったのか、だれがそのようにしたのかという話を、皆様にご紹介させていただきます。（１）

　最初に皆様と 1つの考え方を共有させていただきたいと思います。道作りとは気分作りであって、

ハード作りではありません。そのことだけは、今日ぜひ共有させていただきたいと思います。道は歩

行者や車にとって動線として機能的に作られなければなりません。これは自然災害の多い日本であれ

ば、そうなります。しかし機能的なだけの道では殺風景になってしまう。特に繁華街ではそうなります。

そんな道を歩くよりは、おそらく家でくつろぐか、ショッピングであればネットショッピングで済ま

せてしまう、そういう現状が進行中であると私は考えています。そうであるならば、私がご提案した

いのは、女性が化粧をするがごとく、繁華街にある道は化粧が必要である。化粧した美しい道は歩い

て楽しく、人が繰り出し、そして集客に繋がるはずであるということを、提案したいと思います。実は、

この「道の化粧」こそポートランドの再生と現在の成功のカギでした。これからそのことをお話しし

たいと思います。

　建築用語で建物の正面玄関が付いた外壁のことをファサードと呼びます。フェイス、顔という言葉

と同義ですので、建物のファサードというのは建物の顔ということができます。つまり西並木通りに

面して建っているビル、それは人の顔がずらっと並んでいるように考えることもできるわけです。そ

して、高級ブランドや老舗ブランドなど、特に一流のお店が並ぶ西並木通りというのは、美しくエレ

ガントな女性の顔がずらっと並んでいる道だといえます。皆様にお聞きしたいのは、そのような場合

にお客様に対してノーメイクでその並んだ顔をお見せしますか？ということです。おそらく皆様はそ

うしませんし、日本の女性は外出する際にきれいにメイクをするのが普通ですから、お化粧をするべ

きだと思うはずです。私が申し上げたいのは、日本の道、並木通りの道に化粧をなされたらいかがで

すかという趣旨で、今日はご提案をさせていただきたいと思います。そして本日のゴールは、みなさ

まと一緒に西並木通り流の “新・銀ぶら ”を探していきたいということです。おそらく私の話も松本さ

んの話も銀座西並木通りのにぎわいを更にもっと増やしていこうという話です。ぜひ本日は皆様と話

をしながら、今もにぎわいがありますが、更なるにぎわいを見つけていきたいと考えています。（２）

1) ポートランド流 “都市 ” デザイン：その変遷
　
　はじめにポートランド流 “都市 ” デザインとその変遷についてお話しします。（３）

「ポートランド流
                ” 歩行者を楽しませる道作り ”」

渡辺　義之
（ＺＧＦ建築事務所アソシエイト）
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　ポートランドは大自然に囲まれており、10～ 15 分車で走るとすぐに大自然が広がっています。こ

ちらに市街地の地図が出ていますが、川を挟んで右側をイーストサイド、反対側をウエストサイドと

呼びます。本日は特にウエストサイドにあるパール地区とダウンタウン地区、高いビルが連なってい

る地区ですが、この２つの地区についてお話しさせていただきます。そして先程ご紹介いただいた、

私が勤める建築事務所の本社ビルは Twelve/West、パール地区とダウンタウンの中間地点に建ってい

ます。そしてこれから何度もお話しをします５番街と６番街は、銀座で言えば中央通り、ポートラン

ドの中央通りの位置づけになり、これが南北に走っています。（４）

　これは南側から北側に向かって見た全景です。ウエストサイドの全景になります。この周辺をポー

トランド州立大学（ＰＳＵ）といいまして、この辺りがダウンタウンで、さらに向こう側にパール地

区が広がっています。ご覧の通り、建物はかなり高くなっています。このウィラメット川の反対側、イー

ストサイドは一戸建ての住居地域が広がっていて、非常に低人口密度の地域です。（５）

　これは目線から街を見た写真です。街路樹が高く、リズムよく並んでいるのがよくわかります。（６）

　20世紀初頭、この５番街と６番街を街の骨格とするという都市基本計画が作られます。ここで特徴

的なのは、この街区を全米最短の 60ｍｘ 60ｍとしました。ここで面白いのは、今私たちが街を歩く

と交差点と交差点の間が近いので、風景が変わるので歩きやすい。歩いていて飽きない。そして沢山

の人が好んで歩きたがる、という街づくりになっています。（７）

　ところが 1950 年代、60年代、そして 70年代の初めまで、非常に長い荒廃期に入ります。車社会

の到来によって街が非常に荒れてしまいます。つまり、街が車だらけになり、駐車場だらけになり、

街路樹もなくなり、非常に殺伐とした雰囲気になって人が全く歩かなくなります。ここにウィラメッ

ト川が流れており、その川沿いに４車線のハイウェイが通っていますが、後ほど説明しますので覚え

ていて頂きたいと思います。そしてこの長い荒廃期を抜けるために、ポートランド市長、ビジネスマ

ンたち、さらに住民たちが立ち上がります。（８）

　1972 年にダウンタウン・プランという都市計画案を出します。これは車社会に街を合わせていくの

ではなく、街の “かたち ” をまず話し合い、それに車社会を合わせていくという方向転換を意思表示し

た計画案です。時の市長は、32歳の若さで当選したニール・ゴールドシュミット市長です。この方が

ダウンタウンの荒廃を憂うビジネスマンたちから依頼を受け、率先してダウンタウン・プランという

のを出します。簡単なコンセプト図ですが、要は、５番街と６番街を街の骨格にするということを再

確認し、全バス停をこの通りに集中させて人と車の流れを簡潔化させます。そしてこの地域に広場や

バス停などを集中させて、さらにこの部分を高密度化させていきます。また、24時間ダウンタウンと

いうことを標榜して、１階に商業施設、ギャラリー、レストラン、バー、ショップ、リテイルを入れ

て、上階には住居もしくはオフィスを入れて 24時間にぎわいが絶えないダウンタウン作りを実践しま

した。さらには大学も周辺に誘致し、住、職、商、学が一体化した街づくりを進めるようになります。
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　さらに市内への車でのアクセス方法を研究し、先程お見せした川沿いのハイウェイを撤去してしま

います。そしてこれをすべて緑化します。この左下の部分が、今のウォーターフロント公園になります。

（９）

　このように１日中人が絶えない、そして１年中楽しめる、そういうウォーターフロント公園に変わ

りました。（１０）

　さらに彼は当時のオレゴン州知事と共同して、都市の外郭を設定します。それが Urban Growth 

Boundary と呼ばれているもので、この黒い部分が都市の外郭＝アーバン・グロウス・バウンダリーで、

ここより外はもう開発をしない。投資をするのであれば、中のほうに向けて投資をするという範囲を

明確に指定します。また、その当時東部のほうに延びるハイウェイ計画があったのですが、住民運動

が起きます。その反対運動を受けて、ゴールドシュミット市長は英断に踏み切り、その建設計画を中

止してしまいます。その資金を使ってライトレールの電車を導入したい旨を連邦政府に申請します。

1981 年にようやく申請の認可が下りて、87年に最初のライトレールが完成します。川沿いのハイウェ

イの撤去、東部へのハイウェイの建設計画の中止、さらにライトレールの導入という 3点をもって、ポー

トランドがより住みよい街に変わっていった大転換点であったと、今ではいわれています。（１１）

　1990 年代になるとNPOが勃興してきます。ファーマーズ・マーケットは今年で設立 20年になり

ました。ストリートカーもNPOです。　その時に、北のノブヒル――代官山のような町です――、少

しきれいになり始めていたパール地区、ダウンタウン、南のポートランド州立大学、それぞれの地域

に商業的エネルギーや庶民の活力がたまっていたところに、ストリートカー、昔風にいうとチンチン

電車を通すことによって、点と点が線になりました。それが強力な道になって莫大な投資を呼ぶこと

になります。（１２）

　それによって有名なパール地区という大住居地区ができます。2000 年までは非常に柄の悪いエリ

アでした。昔の操車場、倉庫街だった所ですが、まずディベロッパーが入り、そこをすべて改修しき

れいなロフト風のマンション、分譲賃貸マンションに変えます。それが大成功して人が入ってきます。

その時に、パール地区の北側半分はほとんど更地だったのですが、今度はそこに新築マンション群を

建て、そこも大成功しました。それによって、ダウンタウンのすぐ横に大居住地区ができることにな

ります。（１３）

　これはパール地区の見た目ですが、新旧の建物が混在しているのがよくわかります。（１４）

　ポートランド的な都市デザインが集約したといわれている、アーバン・ネイバーフッド “ パール地

区 ” とは何なのか、ご説明します。これは、従来型の庭付き一戸建ての低密度住居地域と区別される

相対の概念で、ある程度人口密度の高い地域に中層程度のアパート、マンションを建てて、そこに住居、

近隣地域ができるというものです。特に 4つの特徴があります。（１５）

　ひとつはウォーカビリティーといわれるもので、１階にショップ、レストラン、バー、ギャラリー
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などが連続して入ります。日本のように細切れに入るのではなくて、ずっと連続して入るので、人が

歩いてとても楽しい、見て飽きない、そういう街づくりをします。

　次に、ミックスド・ユース。住居、商業、職場が入り混じり、また、画一的都市空間であるような、

新しい建物だけ、ということはしませんでした。古いものは残して、新旧入り混じった空間をつくり、

老若男女にやさしい空間づくりを維持します。

　それからヒューマンスケール。中層ビル、大体 5～ 10 階建てのビルが占めていますので、圧迫感

がなく、非常に歩きやすい。

　そして最後にローカル主義というのがあります。これはポートランドを歩くと大規模チェーン店は

あまり見当たりません。スターバックスはありますが、それ以外はほとんどありません。とにかくロー

カル主義を徹底させます。シェフはファーマーズマーケットに行って食材を買い、その食材をレスト

ランで供す。ギャラリーでも、土地のアーティストを使い、そのアーティストの描いた絵を展示する。

グローバリゼーションに組み込まれないような街づくりをしようというのが、このパール地区です。

　これは、2003 年に我々が 5番街と 6番街の改修計画をした時の写真です。できる限り「歩いて楽

しい道」ということを考えてデザインしました。今年の米国ランドスケープ協会最優秀賞を獲得しま

した。（１６）

　その際に我々建築家集団が市と協力して、オーナーさんに営業をかけます。すでにスケッチを描いて、

こうしたら格好良くなりますよというスケッチを何枚も描いて、オーナーさんの所に行ってお話をさ

せていただきます。（１７）

　これはひとえに 2次的な投資を呼ぶこと、さらにただの壁とか暗がりや死角をなくして、道に対し

て店舗が開いていくという形作りをしました。（１８）

　そして遂に、ポートランドは 2008 年全米でもっとも住みやすく働きやすい街、そして全米一環境

にやさしい街に選ばれました。長い道のりでしたが、ようやくここまで来ましたのは、私が知る限り

では、徹底的なローカル主義を貫いたからです。車社会に反抗し、グローバリゼーションの流れに反

抗し、ようやくここまで来たと思っています。（１９）

2) ポートランド流 “道 ” デザイン：その手法

　次に、ポートランド流の道デザインについてお話しします。（２０）

　“ ポートランド流 ” とは何か。それは道空間は劇場であるというコンセプトを貫いて道作りをすると

いうことに他なりません。スライドでお見せしたとおり、人が街を歩かなくなるというおそろしさを、

ポートランドでは身をもって知っています。ですから、歩行者を楽しませるという道作りを徹底的に

行っています。これは機能的な動線であること、そして人々が歩いて楽しい場であるということ、そ

の 2つの両立を目指しました。ではどうやったらそうなるのか。我々は 3次元的なドラマ性を加味す
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ることによって、それを実現しました。それは何なのか具体的に申し上げると、段、水、緑、アート

と美しい駅シェルター等々を街中に散りばめるということをしました。これは我々が最近デザインし

た駅です。これが５番街６番街沿いにずっと並んでいて、この美しさは圧巻です。（２１）

　街中を歩きますと、緑があふれています。これは、最近思うのですが、規模は違いますが、京都の

ように道を作庭しながら道作りを行っているような雰囲気です。（２２）

　左側は私の愛するフラワーボールですが、街角には必ずフラワーボールが飾られ、その下には鉢が

あって花が咲き乱れ、その横には必ずベンチがあって、多くの人がランチを食べたりコーヒーを飲ん

だりして談笑しています。右側はファーマーズ・マーケットですが、８～９ｍある巨木の下でみんな

が買い物をしています。（２３）

　街中にアートが溢れています。ポートランド市予算の一定割合をパブリックアート購入費用に充て

ることが義務付けられています。（２４）

　街に多く見られる段ですが、これは舞台に上がったような気分にさせてくれます。（２５）

　パール地区は操車場でしたので、やや小上がり的に造られたテラスなどがよくあります。ここで皆

さんビールを飲みながら、食事をとりながら、人が行き交うのを見て楽しんでいます。（２６）

　水ですが、ポートランドにはたくさん公園があります。公園の中では水が非常によく使われます。

水というのは人をブロックするようにも使えますし、その中を通すこともできる、もしくはその中に

入って行かせることもできる。噴水を使いますと、耳で聞こえるようにも使うことで、五感に訴える

使い方ができます。（２７）

　もしくは垂直的に使い、自然を想起させるような使い方もでき、ここはいつも写真撮影で使われて

います。（２８）

　そういったものを陰で支える ZGF ですとか、他の建築事務所、市とはいつも協力しながらこうした

仕掛けの都市景観を作っています。（２９）

　ここで1枚のスライドをお見せします。おそらく皆さんの中には、そう渡辺さんはいっても、こういっ

たことを実行できる日本の街はないのではないかと考えていらっしゃる方が多いのではないかと思い

ます。表参道。実は、ここでは私が申し上げた仕掛けのほぼすべてを実行しています。ファーマーズ・

マーケットもあります。先程谷会長がおっしゃっていましたように、５年 10年前であれば、銀座と表

参道を一緒にするなとお叱りを受けたかもしれません。しかしあえて申し上げるのであれば、表参道

は侮れません。銀座線沿い、JR 線沿い、こうした仕掛けを駆使することによって強力な集客力を身に

着けていますので、ぜひご注意ください。（３０）

3) “ 道 ” を美空間とするデザインを目指して

　最後に私の提案をさせていただく前に、私がどういうデザインをするのかということをお話しさせ
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ていただきます。（３１）

　私は 1998 年にボストンの大学院を出まして建築家になりました。これが最初のプロジェクトのオ

フィスビルです。次に６年をかけてプログラム、図面、施工監理まですべて一貫してやりましたテキ

サス大学ブラントン美術館という美術館です。

　これは 2006 年に ZGF に呼ばれてポートランドに移り、最初に関わったプロジェクトです。LEED

というグリーンなビルの認証制度の最高位プラチナという、全米でいちばんグリーンな建物であると

いう認証を受けました。私はこの建物の１階から３階部分までをデザインして図面を描きました。こ

のビルは１階にリテール、２階から５階までが我々の ZGF オフィス、６階から 23階まで約 290 室の

賃貸マンションが入っていまして、ほぼ満室です。（３２）

　これは私のデザインしました主階段。（３３）ここを上ると２階の ZGF のロビーになります。左上

がその ZGF ロビーで、左下がマンションのロビーです。高級感をもって仕上げましたが、この木はす

べてリサイクルです。（３４）

　最近のプロジェクトですが、オレゴン大学センターのジャクア・アカデミック・センター。（３５）

私はインテリアを担当しましたが、今年度の米国建築家協会最優秀インテリア・デザイン賞を受賞し

ました。オレゴンですので、できるだけ温かみをもって仕上げました。これが私のデザインしたアト

リウムと主階段です。（３６）

　道を作っていく際に、大体 2通りと、そのミックスがあります。この左側のように道を街に対して

少し閉じながら作っていくやり方、そして右側のように街に開きながら作っていくやり方があります。

目線を大事にしながらストアフロント、玄関周りを作っていくことが大事になります。　

4) ポートランドから応用する “道 ” 空間の化粧

　最後になりましたが、ポートランドから応用する “道 ” 空間の化粧についてお話しします。

　「懐かしく新しい銀座西並木通りへ、守りのデザインと攻めのデザイン」私は、懐かしさを強調する

のが守りのデザイン、新しい銀座を提案していくのが攻めのデザイン、と呼んでいます。中央通り等

の表通りでは、必ず新しさ、攻めのデザインが表に出てきます。三越のリニューアル、ZARA、ユニクロ、

アバクロ、H＆M、すべて今の時代を切り取った店が並んでいるわけです。しかし西並木通りを見る

限り、やはり新しさを少し加味しつつも懐かしさを前面に出したようなデザインをしなくてはいけな

いのではないかと、そういう提案をさせていただきます。（３７）

　そこで重要になるのが街路樹です。私は先程から化粧、化粧といっていますが、街路樹こそが化粧

のファウンデーションになります。街路樹の印象によって道の印象が完璧に決まってきます。あとで

ポートランドと比較したスライドをお見せしますが、お叱りを受けるかもしれませんが、私が西並木
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通りのリンデンを見た時に、少し弱々しい感じがします。ポートランドでは大ぶりな木が並んでいて、

人は街路樹が作る天蓋の下を抜けていくような雰囲気です。（３８）

　このようにリズムも段々と作っています。街路樹が小さいとそのリズムも弱くなりますし、葉っぱ

の数が少ないとそこからビルが見えてしまい、空がよく見えますから、街路樹としての役割、ファウ

ンデーションの役割が少し薄らいでくる。つまり、薄化粧に過ぎるのではないかと思っています。（３９）

　もしくは、緑が建物と一体になったやり方もあります。街路樹は目線より上にくるのに対して、こ

の緑が建物と一体になると、緑が目線と同じ高さになるので、より効果的に印象を変えることができ

ます。左側はホテル・モデラの世界的に流行っている垂直庭園です。これをどこかで、たとえば改装

中の資生堂さんなどでやっていただければ面白いのではないかと思います。（４０）

　私の尊敬する建築家、谷口吉生先生の論文をご紹介いたします。

「私は建築の設計において、常に敷地との関わりを発想の原点とすることを心がけている。やわらかい

自然の持つ曲線に直角と鋭角による建築の構成が対比する。日差しで変わる水の色や季節で異なる背

景の色どりが建築の印象と呼応する。建築の外観は可能な限り素材のままの色彩とし、簡潔な美を意

匠の特色とする。修景を整え作庭を行い、室内と庭園との融和を計る」

　ここで重要なのは、大ぶりなリズムをもった街路樹が陰影を作り出して建物の印象と呼応していく

様子こそ、日本人が愛する簡潔な美であるという事実を確認し、作庭を念頭に置きながら道作りをし

ていくことが、西並木通りにとって非常に面白い空間を作り出すのではないかと提案いたします。

　私が愛して止まないフラワーボール。これは道のイヤリングです。ソニー通りにも小ぶりなものが

見受けられますので、すぐにでもできるのではないかと思います。白黒、暗めの印象がある建物に、赤、

紫、黄色といった色を加えていくことによって、印象がまったく異なってきます。（４１、４２）

　そして提案したいのは、銀座の中にも盆栽屋さんがありますので、銀座を愛する方々と協力して、

たとえばフラワーボールではなくて、盆栽ボールとか四角いとか丸いとかクルクル回っているとか、

粋な盆栽ボールを新しく西並木通りにあつらえたらとても面白いのではないかと思います。正面に飾

るだけでなく、店舗側にも飾ります。それをリズムよく置いていただく。さらにはやや大柄な鉢植え

等を交差点や店舗の入り口に置かれるというのはいかがでしょうか。（４３）

　花壇が多いのは知っています。御幸通りにもありますし、中央区でいいますと京橋のほうから日本

橋のほうまで続いていますね。同じようなものをしても仕方ないですし、今ある花崗岩を木の根元に

置くというのはエレガントなやり方だと思います。それはそれでいいですが、このような少し変わった、

私は先程から作庭作庭といっていますので、砂利とか石などを置いておつくりになるのも、趣向が変

わって西並木通りらしさがあって面白いのではないかということで、提案いたします。（４４）

　次に比較をしたいと思います。ポートランドが右側、西並木通りが左側ですが、ご覧の通りリンデ

ン並木との比較ですと、ポートランドが少し厚化粧、西並木通りが薄化粧というのがよくおわかりに
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なると思います。ビルの反対側から見ますと、そのまま空がよく見えますし、ビルのファサードもよ

く見えます。好き嫌いですのでなんともいえませんが、私個人の好みとしては少しビルが見えすぎかな、

もう少し自然とビルとの対比、彩りの違いを鮮明にするために、大ぶりにされたらどうかなと思います。

（４５）

　交差点の比較です。ポートランドではフラワーボールが必ず街角にあります。それから格好よくデ

ザインされた地図、そして緑や花が咲き乱れた植木鉢を角地に置きまして、交差点というのは道と道

とが重なる魅せ場になりますが、その魅せ場を魅せ場らしく扱おうというデザイン的な配慮がうかが

えるわけです。それに対して防災上の理由などがあるのかもしれませんが、西並木通りの交差点を見

るとかなり実務的で開放的なような感じを受けますので、ここに何かあつらえる、しつらえることは

できないのかと提案します。（４６）

　道の途中ですが、フラワーボール、大きな街路樹。お客様はその天蓋の下をくぐり抜けるようにし

てウィンドウーショッピングをなされる。暑い夏には日光が遮ぎられて、その中でウィンドウショッ

ピングができる。それに対して西並木通りさんのほうは、リンデンの並木が少し弱く、日光を遮る役

目をしていないかなという気がします。好みの問題になりますが、ここにはリズムの問題が出てきます。

ポートランドのリズムは、お客様がずっと天蓋の下を歩いてきます。そして交差点に来ると交差点に

は木がありませんので、ポーンと上に向って抜けるわけです。つまり天蓋の下をくぐる、抜ける、一

息つく、そして交差点を渡ってまた天蓋の中に入っていくというリズムができています。しかし西並

木通りさんのほうは、どちらかというとずっと開放的ですので、そこにリズムの崩れがあるのではな

いかと思います。（４７）

　入り口の比較ですが、ポートランドではお店の前に鉢植えが必ず 2つあり、入り口ですよというこ

とを表示しています。それに対して、これは堀田さんのお店をのせましたが、かなり硬質な感じ、ピ

シッとした感じです。ガラス張り、植栽は置かない。置かれている所もありますが、ここに座るなと

いう理由づけで置かれているのかなというような小さなものは目にしますが、このように大ぶりのも

のはあまり置かれていません。印象の違いですが、このほうが入りやすくなるでしょうし、ここを歩

いているお客様の目にも留まるのではないかと思います。こちらのほうはかなりエレガントに仕上がっ

ていますが、好みの差になってきます。（４８）

　これはプロントとスターバックスの違いをお見せしますが、こちらのスターバックスはメニューな

どほとんど外には出ていません。中で勝負するような感じで、中は従来のスターバックスとはまった

く違いまして、かなりデザインを施してオレゴンっぽく仕上げてあります。（４９）

　比較を終え元の話に戻ります。道空間は劇場空間ということで、街の記憶というのは必ず必要になっ

てきます。街の記憶をぜひ残していただきたい。（５０）

　パール地区は昔の倉庫街でしたので、そういったものを残しつつ新しいビルを建てて、新旧を構成
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しながら街づくりをしています。たとえば西並木通りを歩きますと、ブリックビルというのがありま

すが、非常に美しいビルです。ああいったものを残しつつ、新しいものを入れ、新旧を交互にしなが

ら街づくりをしたらいかがですかという提案を致します。

　このように新しいビル、古い教会がよく見受けられます。（５１）

　ポートランドでは、道の前までデッキチェアを並べてよく食事をしています。（５２）

　こういうことは議論に出ていると思いますが、銀座はあまり座るところがない。モバイル時代に大

勢の人が携帯電話、テキストメッセージ、iPHONE、iPAD と、忙しそうにしながら歩いている。「あな

たそんなに急がないでそこにお座りなさい」というのが人情ではないかと思いますので、ぜひこういっ

たベンチを設置したら面白いのではないかと思っています。（５３）

　そんなスペースはありませんというのであれば、1つでもできます。格好いい椅子をデザインして

コンペでも何でも募集して、そういったものを 1つずつ置けばそれで済むことです。それによって、

おもてなしという雰囲気を西並木通りに出していけると思います。（５４）

　これは少し難しいのかもしれませんが、店舗側で椅子などを用意することもできるのではないかと

思います。（５５）

　街に対して閉じない、開いていくということが重要です。西並木通りを歩きますと、昼間はドアをずっ

とお開けになられて、お客様をお招きになっていらっしゃるケースが多いのが見受けられます。それ

と同じことですが、ドアだけでなく、道に面した壁面全部を開けてしまう。そういう考え方もありま

すので、デザイン的には非常に面白いと思います。（５６）

　アイスクリーム屋、レストラン、ヨガ ･スタジオ、全部開けます。飲食店ならできるだろうといわ

れる方もいますが、靴屋も絨毯屋も自転車屋も全部開けます。開けながらお客様を呼び込んで、お話

をしながら買っていただく。そうでなければ購買者はお店に行く意味がありません。だったらネット

ショップで買ってしまえばいいわけですから。（５７、５８）

　刺激的な玄関周り。これはバルセロナの例なのですが、旧、新というデザインをインテリアデザイナー

さんや建築家とよくお話になられて、こういうものを提案されていくと面白い空間ができるのではな

いかと思います。木という温かみ、ぬくもりのあるもの、これは旧ですね。懐かしいデザインと、ガ

ラス＝新しいデザインですね。これに道のフラワーボールが一緒になって、美しい構成となっています。

（５９、６０）

　たとえばこういうマーケティング、広告ですとか、写真のスポットができればいいのではないかと

思います。空いている駐車場があるとおっしゃっていましたので、そういうものが使えればいいですね。

これは代官山の例ですが、かなり格好よくデザインをされた広告が置かれています。これは少しやり

過ぎかもしれませんが、大ぶりな垂直庭園です。これは 5階建てのビルなのですが、外に対して垂直

庭園を造っています。（６１）
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　アートはぜひやっていただきたいと思います。それもモナリザ型、見るだけのアートではなく、皆

さんが参加できるようなアートが面白いと思います。これは、ここの部分を触ると動くようになって

います。これは自転車のアートで、いつも子どもたちが触ろう、触ろうとするようなアートです。こ

れは噴水のアートですが、いつも旅行者が触ろう、触ろうとしているアートです。（６２）

　ポートランドの人は、ほとんどの方が夜 9時に寝ますので、照明はあまりきれいではありません。

ですので、他の所からもってきましたが、ブルーのブリュッセル、侮れない表参道、きれいですね。

そして銀座に京橋または新橋方面から入る時に、高架がいくつかありますので、それを使えないかと

思います。そこをきれいに下からライトアップし、銀座に人が入っていく門という考え方でライトアッ

プされたら面白いのではないかと思います。（６３）

　看板です。並木通りを見ますと、いろいろな看板が出ていますが、こういった新しい看板を作って

いくのも面白いのではないかと思います。これはすし屋です。（６４）

　老舗のお店が多いので、こういう軽いのはダメで、少し重く、こういったものもできるのではない

かと思います。（６５）

　ブランディングですが、ホテルについて少しお話しします。コムズさんがありますが、このエース

ホテル、ポートランドの中心地にあります。そしてこれは 1階にガラス張りの窓を設けて、すべてこ

ちらはダイニング、街一番のレストランを持ってきて、街一番のコーヒーショップを持ってきて、外

から作っているところがすべて見えるようになっています。ですので街を歩いているお客様はいつも

見ながらコーヒーを買いに来たり、レストランで食べている人は作っている人を見ながら楽しめるよ

うに作ってあります。（６６）

　パーティーですが、空いている駐車場などがあれば、西並木通りが主催するパーティーにお使いに

なったらよろしいのではないかと思います。（６７）

　最後になりましたが、ファースト・サーズデー。これは毎月第 1木曜日にパール地区内のギャラリー

間でアートウォークとして始まりました。今年 25周年を迎えます。ナイトクルーズと似ているような

感覚で行われている催し物です。アートを讃えるという意味で、今や 1万人、多い時には 2～ 3万人

を集客します。（６８）　　

　このアートウォークですが、アクセサリー屋、服飾屋も加わりまして、中に入るとワインがふるま

われ、それを飲みながらアートをつくられるアーティストと話ができる、そういう設定をしています。

（６９）

　そしてミュージシャン、屋台も招き入れます。屋台で何かを買ってギャラリーに入ってワインを飲

みながら話をしながら、何かの買い物をするわけです。（７０）

　そういったアート、オンリーワンの価値をいかに作っていくか。その内容については、松本さんに

バトンタッチさせていただきます。ありがとうございました。（７１）
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竹沢　どうもありがとうございました。道作りは気分作り、それから道空間は劇場空間といった非常

に魅力的なキーワードを出していただき、且つ具体的なご提案をいただき、胸がわくわくするというか、

これからこんなことができたらいいなと思うことがたくさんあったのではないかと思います。ここで

ぜひ皆さんのご質問をお受けしたいと思います。ご感想などはございませんか。

質問：銀座通り 2丁目伊東屋の伊藤です。今お話をうかがっていてとてもすてきで、こんな街だった

らいいなとつくづく思うのですが、銀座で道を使おうとした時に、先程の看板もそうですし椅子もそ

うなのですが、歩道を使う時のルールがあったり、看板は何メートルまでしか出せませんとか結構厳

しくて、今いわれたことでこれはできないな、これはできないなと思えることが、今の部分ではあり

ました。そういうところはポートランドではルールが変わって緩くなってきたとか、変わった部分が

あったのでしょうか。

渡辺　ポートランドは初めからかなり緩いです。あちらは私道ではなくて公道ですので、お店がお店

側の責任でああいう看板や椅子を出しています。それを規制する法律もありません。ですから、新聞

を見ていると店が出しているデッキチェアにつまずいて怪我をしたから金を払えとか、そういう話は

時々目にします。

　今回の講演のスライドを作る時に竹沢さんと Eメールのやりとりをして、道の使い方は非常に大変

だということは聞いていました。ですので、フラワーボールであれば、西並木通りに面しているほと

んどすべてのビルは少しだけくぼみができていますよね。段になっている所やくぼみができている所

に、きれいにフラワーボールを押し込みながらお使いになるのが、おそらくいちばんいいのではない

かと思います。

　ポートランドは行政側とプライベート部分の関係が非常によいのです。我々の資産だと思っていま

す。市側も非常に協力的で、我々がこうしたいと、たとえば植栽でもいろいろな木が使われているの

ですが、お店側がポプラの木を 3本だけ使いたいと申請すると、ほとんどの場合認可が下ります。そ

ういった関係を、私は日本のことはあまりよく知らないのですが、銀座という力のある地域が中央区

と話し合いながら、何か解決策を見つけ出していくというやり方が 1つだと思います。それがダメだ

というのであれば、くぼみなどをうまく見つけながら植栽を出していったり、看板を出していったり、

フラワーボールを出していったり、そういったことになるのではないかと思います。

竹沢　ありがとうございます。今日は中央区の方もお見えですので、ぜひ今後こういうお話もさせて

いただけたらと思います。並木通りの場合、壁面後退といって建物を建てる時に 50センチ下がること

になっていますので、少なくともその 50センチは使えるのかなと思います。
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　今日は街づくり会議のアドバイザーをしていただいている先生がお見えですので、ひと言コメント

をいただきたいと思います。

蓑原　街づくり会議のお手伝いをしています蓑原と申します。今日はどうもありがとうございました。

10年近く前、その当時からポートランドは有名でしたが、今の写真を拝見すると本当にすばらしい成

果が出ていて、アメリカでも有数の街になっているのを、非常にうれしく思いました。アメリカのよ

うに個人の人権が強い、私権が強い所で、これだけの街ができているというのは大変なことだと思い

ます。

　今お話しがあったようなことは、私共もやりたくてしようがないのだけれども、日本の制度の中で

なかなかできない。伊藤さんのほうからご質問があった、道の使い方のルールが全くちがうものです

からどうにもならないということが１つありますが、もう 1つは市と民間のおそらく財界、アメリカ

の場合商工会議所が強くて、財界が結託をしてそういう方向に向かおうとしているのでしょうが、よ

そ者が来て暴れようとしたりいろいろなことをやる時に、何がしかのルールがないとそれを押さえき

れないはずなのです。そういうことをルールを作って押さえようとする仕組みがどうなっているのか

ということと、その中で先程お話があった、あなたのような方がオーナーと相談しながらやるといっ

た仕組みが、どういうことを媒介にしてできているのか。しかも、アメリカの場合無料ということは

あり得ませんから、おそらく有料でやっていると思うのですが、それはどういう費用でだれがやって

いるのか、その辺のことをお話しいただけないでしょうか。

渡辺　最初の質問はあまりよく知らないのです。私は建築家で都市計画の方面は詳しくないので、街

づくりに興味をもちましてこういったことを調べてお話し申し上げているのですが、最初の質問は

ちょっとよくわかりません。すみません。

　2つ目の営業活動ですが、トライメットという半官半民の鉄道会社がすべてライトレールを運営し

ています。チンチン電車のストリートカーはNPOなのですが、これもオペレーションはトライメット

がやっています。トライメットが市と協力して 5番街 6番街に新しくグリーンラインを出すことに決

まりましたので、我々としてはそちらのほうからやってくれないかというアプローチを受けてやりま

した。また、街中に必ずデザイン協議会があり、そこを通さないとデザインの変更はできません。申

請をする際にもお金を何千ドル、何万ドル払って「ここをこういう風に変えたい」と申請します。そ

れでもいろいろテクニックがあるらしいです。我々のような建築家が最初からスケッチを考えて提案

するということは、そういうテクニックをすべて市側から教えてもらっていて、それはすべてクリア

するであろうと考えられるデザインを提案しますから、オーナー側もいちいち自分で改修をするため

に建築家にお金を払ってスケッチを作る必要はありません。そこでかなりお金が浮くので、我々がデ
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ザインしたものは受け入れられやすいということらしいです。そのお金は市が負担しています。

蓑原　その時にそのチェック要素が建築事務所のノウハウとしてあるから、当然民間の人が来るとい

うふうになるのですが、それは市役所のほうである程度ガイドラインのようなものでかなりきめ細か

なルールを決めているから、それを熟知しておられる、あるいはそれを作っておられたあなた方のと

ころに来るという構造なのでしょうか。

渡辺　はい、そうです。

蓑原　ありがとうございました。

小林　私も銀座街づくり会議、デザイン協議会でお世話になっています小林です。私はポートランド

に行ったことがないので、今日のスライドを見せていただいて、豊かな街並みの形成ができていると

改めて感心させられました。私の興味も同じように、先程地元の方々が運営されている協議会がある

とのことでしたが、その方々がどのような合意を皆さんでして、街並みをこういうふうにしていこう

という方向づけをなさっているのかという点に関心があります。銀座ではそこのところで皆さんの合

意形成ができていて、こういうことをやっていこうよとか、こういうことはやめようといったお話し

合いがいろいろなところで起きています。

　そうであっても、道路使用の問題のことなどで、なかなかやりたいことができません。ポートラン

ドの場合は、地元の方々がどういう話し合いをもちながら合意形成をなさっているのか。もし設計を

なされたのであればその地元の方々との交渉がいろいろあったと思います。そういう過程の中で得ら

れた経験で結構なのですが、教えていただければと思います。

渡辺　アメリカはデザインミーティングを頻繁に行います。市側が設定をして何月何日何曜日の何時

からと住民等に知らせます。このビルが建替えられます、このライトレールはこのように敷かれます

というお知らせを出し、その打ち合わせにポートランドの皆さんは熱心に出席されます。その中で我々

側がこのようなものを作りたいとプレゼンテーションをします。そして皆さんが、「そうか、でもここ

は私の地所でここをこういうふうにしてもらってはよくないから、駅を 3～ 4mずらしてくれないか」

とか、そういう話もあります。それを市側と協力して説得しつつ、何度も協議会を開いて、こちら側

の意見を通していくようにしています。通せないことも多くあるのですが、なるだけ通していくよう

にしています。
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小林　その時は地元の通りの団体の方がいらっしゃるのですか、それとも各店舗の店主がひとりずつ

アピールなさっていくというのが基本的なやり方なのでしょうか。

渡辺　基本的には店舗の方がそれぞれおやりになります。アメリカの場合は道ごとの商店街というの

はあまりありません。ただしポートランドではネイバーフッド、近隣地域とよくいって、町内会みた

いなものはありますので、町内会ごとでの話し合いはあります。ただし道での話し合いはあまりあり

ませんので、道に関しては個々のオーナーさんがおやりになるのだと思います。

竹沢　ありがとうございます。市と街の人たちが非常に協力しながらやっているということがよくわ

かりました。今のお話を聞いていると、並木通りでこれをやろうとすれば今やれるのではないかと思

えるアイデアをたくさんいただいたと思います。そのあたりでご質問、ご感想などありませんでしょ

うか。このあと松本先生のお話をいただいて、その後またご質問の時間を設けたいと思います。では

渡辺先生のお話はここまでということで、どうもありがとうございました。

　ではひきつづき、松本大地先生にお話しいただきたいと思います。よろしくお願いします。



Copyright (c) 2011 銀座街づくり会議 All Rights Reserved. 
20

松本　みなさんこんにちは。2番バッターでお話をさせていただきます商い創造研究所の松本と申し

ます。9月25日に世界建築会議がありました。そのオープニングセレモニーで話をせよということで、

私と内藤廣先生と西郷真理子先生の 3人でパネルディスカッションをさせていただきました。その様

子が今週の月曜日の日経新聞 2面に掲載されます。その殆どがポートランドの話なのですが、なぜポー

トランドなのかということを少しお話しいたします。

　1997 年、タイガー・ウッズ初来日に合わせ、お台場でタイガー・ウッズのための 3日間のテーマパー

クを作るというプロジェクトがあり、そのプロデュースをさせていただきました。それでアメリカの

ナイキ社の方と知り合って、翌年 98年の長野オリンピックではナイキのブースのプロデュースも担当

しました。ナイキ本社はポートランドにあり、ナイキのスタッフがいっている通りこの街はすごいな

と思いました。当時は自分の関心はまだラスベガスだったり、ニューヨークだったりでしたが、段々

日にちが経つにつれ、これからはポートランドみたいな街を作らなくてはいけないのじゃないかと思

うようになったのがきっかけです。

　私が独立したのは 2005 年です。その前までは丹青社という内装会社のマーケティング研究所の所

長をしていました。段々とハードから街を作るのではなくて、ソフトを中心に街を変えてみたいとい

う気持ちになり、人と街と商いのリンケージ社是に会社を設立しました。そのきっかけになったのも、

実はポートランドとの出会いであり、今日はそんな視点からお話をさせていただきます。

まずは商業を取り巻く、昨今の状況からお話をします。（１）

　百貨店、スーパー、ショッピングセンターの売上げの推移です。百貨店は 9兆 7千億から 6兆 2

千億まで落ち、ショッピングセンターも 27兆円という規模ですが、実はピーク時に比べて売り場面積

は倍ぐらいになっているのですが売り上げはほとんど伸びていません。（２）

　1988 年に坪当たり 435 万売っていましたが、2009 年の数字ですが、207 万で大体 6掛け、今は 5.5

掛けくらいになっています。（３）

　リアルな店舗のいちばんのライバルは Eコマースです。2010 年ではなんと 7兆 6千億ですから、

百貨店を上回る数字になりました。これから 2013 年まで 12兆億円までは伸びていく予想です。（４）

　今アメリカではデッド・モール＝死んだモールが増え、業界第 2位の商業デベロッパーが倒産して

しまいました。アメリカ社会のモールは、これからスモールマーケットに移行しようとしていています。

日本でも粗製乱造でつぶれているモールがたくさんあります。（５）

　成功例で出される高松の丸亀商店街には皆さんも行ったことがあるかと思います。しかし、１本違

う通りに行くと、店舗で商品を売っているのではなくて、ほとんどが空き店舗で不動産を売っています。

街のバランス、マーチャンダイスがすべて崩れていきます。（６）

　北東北を代表する盛岡の大通りの実情を見ると、です。いちばんの目抜き通りの真ん中にあった老

舗の時計屋さんが廃業し、そこには風俗の案内所ができてしまいました。（７）

「人と街と商いのリンケージによる
　　　　　　　　　  都市の賑わいづくり」

松本　大地（商い創造研究所）
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　私は 3月に甲府ココリという再開発ビルを見て驚きました。去年の 10月に竣工したのですが、テ

ナントは 3分の 1ぐらいしかなく、1階にむりやりつくったような山梨だからといって宝石を集めた

ゾーンも抜けたままです。107 億の事業費のうち 47億を国・県・市が補助してできた施設も、共感

しないものはすぐに腐っていってしまうのです。（８）

　銀座では松坂屋さんも GUCCI からフォーエバー 21に変わりました。左側は原宿のお店です。なん

と 530 坪で 100 億を売るというにはすごいことです。（９）

　しかし、ブームは絶対に一時的です。あるファストファッションのお店の裏では大切な商品が外に

出したままです。休憩室もなく、外で座ってタバコを吸って休憩している環境では、本当にお客様を

大切にしようとか、顧客満足とかいえるでしょうか。ブームはブームであり、終わってしまうという

のが私の持論です。（１０）

　小売業が成長をつづけていく事業戦略には 2つあります。（１１）

　1つは生活を豊かにするライフスタイルを提案です。　もう 1つは真の地域密着、地域共生です。

銀座にも必要であり、銀座らしい地域共生、そして銀座のライフスタイルを提案していくということ

が重要です。

　まず生活を豊かにするライフスタイルの提案をお話しますと、（１２）

富山にあるスターバックスの環水公園店の周りにはなにもありません。運河を再開発してできた所で

すが、朝から夜までいろいろな方が集まります。世界で一番美しいスターバックスということで、金

沢や福井のほうからも来ます。なぜ皆さんここに来るかというと、ここにはただお茶を飲むだけでは

なくてなにか自分のライフスタイルを豊かにしてくれる経験がここにはあるのです。（１３）

　私の好きなスターバックスの鎌倉御成町店です。ここは「フクちゃん」の漫画家の方が住んでいた

邸宅を利用して、外にはその当時の小さなプール、藤棚、桜の木が残っています。最高の贅沢はこの

縁側でお茶をすることです。（１４）

　スターバックスはコーヒーと一緒にライフスタイルを売っているので毎年売り上げが伸びています。

（１５）

　表参道に本店がある「生活の木」も不況は関係ありません。年々店舗数も売上高も伸びている会社

の 1つです。（１７）

　ここはハーブやアロマのお店なのですが、世の中に役に立つ、商業と社会貢献とが直結している会

社です。（１８）

　「薬香草園」は飯能にある直営のハーブ園ですが、このハーブ園が飯能のニュータウンにできたおか

げで、すべてニュータウンは売れています。ハーブ園が街の中心にある街に住んでみたい、ライフス

タイルを満喫してみたいという方が来ています。（１９）

　コミュニティートレード、あるいはウェルフェアトレードは授産施設とのコラボでつくられた商品
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です。質の高い手作りの石鹸をつくり、それを「生活の木」の店舗で販売します。お金を寄付するの

ではなく、それを購入することで、世の中に商いが役に立つということです。（２０）

　フェアトレードなどを積極的にやっていることで、東日本で従業員が満足するナンバーワンの会社

になりました。（２１）

　モノを売るだけではなく、モノの先にある何か。それは生活のライフスタイルを豊かにする「ライ

フスタイル業態」だと思います。（２２）

　もう１つのテーマ、地域密着です。（２３）

　最近開業したコレド室町は、すばらしい施設になったと思います。伝統と革新に挑戦したビルなの

です。（２４）

　三井不動産の本社の中に東京都全体の模型があります。そこからさらに日本橋だけを引き抜いた詳

細な模型があります。将来、東京の中の位置づけで日本橋をこうしたい、日本橋をこうするのだとい

う大きな視野の中から日本橋を見つめて作ったわけです。（２６）

　ですから地下鉄を降りた瞬間から、日本橋の伝統と新しさを感じさせてくれるわけです。テナント

ミックスもコンセプトと合致し、全体の付加価値を高めています。（２７）

　おそらく今日本でいちばんの売上であるのが、ラゾーナ川崎です。三井不動産さんがいちばんリー

シングに苦労した施設所です。競輪競馬、パチンコ、男の街のイメージがあり、川崎市の外に消費は

流失していました。しかしラゾーナ川崎ができたことによって、売上もナンバーワンだけでなく、街

のイメージも変わり（３０）、川崎の街でデートができるようになり、たくさんの人がわざわざ降りて

くれる街になりました。（３１）

　私が計画のマーケティングやプロデュースをさせていただいた越谷のレイクタウンは開発当初はコ

ンセプトがモールオブジャパンという言い方でした。しかし、ポートランドを視察してからはエコ・

ショッピングセンターにしようということで、徹底的にエコに配慮したショッピングセンターになり

ました。（３２）（３３）

　後にできたアウトレットも環境を重視しています。（３４）

　エコって格好いいねと、すてきだねといったライフスタイルを提案すると、こういう地域に住みた

いという人が増えてきました。（３５）

　イオンが発行している『イオンマガジン』のトップページに「社会交流欲」を発表しました。（３６）

　マズローの欲求５段階説がありますが、この第５段階の上には社会交流欲があるという説です。自

分だけが満足するのではなくて、自分たちの住む環境、住居も、働いている場所も一緒によくならな

ければぜったいに幸せになれない。自己満足だけでは自己実現はできないという考えで、人は社会と

の交流を求めていくといった理論です。（３７）

　地域との共生意識、密着、愛情、ここにつながる消費行動を求める人がすごく増えてきています。
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社会交流が 3.11 以降に非常に増えてきました。（３８）

　ポートランドのお話をする前に、アメリカでもっとも崩壊した都市を紹介させていただきます。人

口が半分になったのがミシガン州のデトロイトです。自動車産業で成長した車の街ですが、現在は失

業率30％。犯罪も100都市のなかでいちばん多い街です。「街づくりへの無関心さ」が犯罪の温床になっ

ていきます。事なかれ主義はぜったいにだめです、それは大きな犯罪ですよという事例だと思います。

（４０）

　さて、AEDがとても増えていますね。2004 年に 7000 台だったのが、2009 年には 2万 7千台。並

木通りや銀座にもたくさんあると思いますが、AED を使った蘇生率が全米でいちばん高い地域がシア

トルとポートランドだということを、岐阜大学の医療の教授に聞きました。なぜかというと、自分の

家族や隣人やまわりの人がそうなったらどうしようということで、講習会やデモンストレーションへ

の参加率がいちばん高いからだそうです。（４１）

　ポートランドはシリコンバレーに対して、シリコンフォレストといわれています。環境のよいとこ

ろに工場や本社を移したりしているわけです。環境を守りながら、経済も発展している、理想的な持

続可能な都市です。（４３）

　街づくりの賞をたくさんもらっています。全米でもっとも住みやすい街やハイブリッドカーの所有

率も全米で 1位。また、全米でもっとも出産に適した街というようなこともいわれています。（４４）

　ポートランドの人口は年々増えています。（４５）

　エポックメーキングになったのは、富士山と同じような形高さの山であるマウントフッドまで高速

道路を通そうという行政のプランに、住民の反対で止めました。川のところにあった高速道路をさら

に拡張しようという計画も、1970 年代に住民の反対もあって止めました。街の真ん中にある公園に

11階建ての駐車場ビルをつくる計画も、住民の反対で止めました。それから街が住民と行政が１つに

なって環境に優しい街づくりをするようになりました。（４８）持続可能な街づくりをめざしたら暮ら

しぶりの豊かな都市になったね、というのがポートランドではないでしょうか。

　毎週 500 人の若い人が増えている。特に若い人たちがこういう街に住んでみたいということで、増

えているわけです。（４９）

　根底にあるのは、“Keep Portland Weird” です。Weird ＝ウィアードは「変わり者」とか「へんてこりん」

という意味です。これをもっともっとポートランドがキープしていこうということです。1973 年の石

油ショックの時にこういう街にしようといった時に、みんなからお前たち変わり者だね、この車社会

で車を減らそうなんて、というようなことをたくさんいわれてきたのです。しかし、その持続可能な

街づくりが奏功したのです。（５０）

　これからの都市のあり方、全体を見ると、サステナビリティーとウィアードが大きなキーワードに

なると思います。（５１）（５３）
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　地方の街づくりでライトレール・トランジットのような話をすると、バス会社は必ず「うちのバス

の乗車人数が落ちてしまう」と反対します。ところが、これはポートランドの数字ですが、バスの乗

客数が下がっていた時にライトレールを作ったら、乗客数が一緒に上がっているのです。うまくバス

との連携を図っていったからです。（５４）

　いまポートランドではエコは責任でやるのではなくて楽しみながら喜びながらやっているというこ

とで、こういうメッセージを東京の銀座の並木通りから出していくのは影響力もあり、すてきなこと

ではないかと思います。（５５）

　7月にポートランド視察ツアーでに行った時に見たのが、ソーラーのゴミ箱です。ある程度ごみが

いっぱいになってくると上から圧搾し、またいっぱいになると圧搾します。それによってゴミ回収車

が来る回数がとても少なくなりました。す。毎日来ていたのが 3日に 1回になるとか。景観もきれい

ですし、これから世の中に増えていくと思います。　　駐車場ビルになるのを反対して出来たパイオ

ニア・コートハウス・スクエアは街のリビングルームです。この広場の床のレンガには、寄付してく

れた人の名前が刻まれています。ですから公共事業が作った広場ではなく、自分たちが一緒に作った

広場という意識が高くなるわけです。（５９）（６０）

　パブリックアートが多いのは、公共事業費の 2％をアートに回さなければならないという条令があ

ります。（６１）

　日系２世のビル・ナイトーさんという方は、「古い建物を持たない街は思い出をもたない人間と同じ。

思い出のない人間なんてつまらない」といって、解体されそうなビルがあるとそれを買い取って保全

して活用したのです。ポートランドによい建物が残っているのはナイトーさんのお陰なのです。彼の

栄誉を讃えて、メインストリートは今「ナイトーパークウェイ」という名前になりました。（６２）（６３）

　3年前には長女のアン・ナイトーさんとお会いできました。左側にお父さんの写真があります。今、

アンさんは街のデベロッパーとして地区全体がよくなるようにと、お父さんの志を継いで仕事をして

います。（６４）

　LEED 認定のグリーンビルも多く存在し、環境によいビルのほうが高く売れて、入居率が高くなると

いうこともあります。（６５）

　「クリーン＆セーフ」という良い制度があります。なぜポートランドのダウンタウンはきれいで安全

なのかと思うと、BID＝ビジネス・インプルーブメント・ディストリクトというのがあります。たとえば、

銀座なら銀座のエリアについては固定資産税に一定額上乗せさせていただいて、エリア全体がよくな

るような活動に回すのです。ショッピングセンターでいえば共益費のようなものです。それを使って「ク

リーン＆セーフ」のようなものや、イベントもたくさんやっています。「クリーン」のほとんどの方が

服役していた方で、出所後社会復帰できるように雇用しようとしているのです。「セーフ」では、将来

婦人警官になってみたいとか、元警備の仕事をしていたとか、元警官だったとかという人が街を巡回
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しています。ショルダーバッグの中にはレストランとかミュージアムなどのパンフレットがあり、観

光案内も一緒にやっているのです。これで街の付加価値がどんどん上がっているのです。これは商工

会議所が運営管理をしています。きれいで治安のよい街だからと来訪客の満足度は高まり、おまけに

消費税はゼロの街ですから買い物天国となります。お互いにウィンウィンの関係でうまく地域が回っ

ています。（６６）

　街を歩きやすくするウォーカビリティーにも力を入れています。ブロックの長さは他の都市の半分

ぐらいの距離で、車優先ではなく人が疲れない距離です。ティファニーでは駐車場ビルにありますが、

ポートランドの場合は、道路に面した部分の 50％以上は商業施設、ショールームにしなければならな

いという条例があり、界隈性が途切れません。ですから、駐車場ビルであってもこのようにティファニー

が入居するということです。（６７）

　ファーマーズマーケットが数カ所街中にあり、いまでは総売り上げも 5億円に達しました。（６９）

　街の中にたくさんの日常の豊かさがあるのです。（７０）

　ポートランドは人口当たりのレストランの数が全米一です。いい水があり、良い食材素材があるか

ら、良いシェフが集まり、良いレストランがたくさんできる。レストランのシェフや料理学校の人た

ちはファーマーズマーケットで子どもに料理を教えるのです。そうすると子どもたちは、将来はレス

トランのオーナーになってみたいとか、パティシエになってみたいとか、それがサステナビリティー

なのです。環境や建築だけでなく、人を育てたり雇用を育てたりするのでなければサステナビリティー

というのはできないのです。（７１）

　バーガービルは子どもにとって栄養になるハンバーガーショップです。（７２）（７３、７４）

　バーガービルの店内では提携している牧場の方が来て、自分たちはこういう環境でハンバーガーの

肉となる牛を育て、ているということをお客さんに伝えていました。これが本当のトレーサビリティー

だと思います。（７５）

　スタンプタウン・コーヒー・ロースターズはスターバックスをしのぐ第 3世代のコーヒーチェーン

になるかもしれません。フェアトレードも豆を買うだけでなく、焙煎も全部その国に指導してもっと

深いトレーサビリティーをやっています。（７６）

　商品も、空間も、音楽も、ホスピタリティーもスターバックスとは違うローカルらしさがあります。

（７７）

　ポートランダーはローカル ･ファーストといった、地元の物を使うのが大好きですから、ホテルで

もスタンプタウン・コーヒーを置いてあるところが目につきます。（７８）

　空港もローカル ･ファーストです。空港のモールにはナイキも書店も、飲食もほぼ地元の店で構成

されています。（７９）

　ノーブルロットというレストランはダウンタウンから少し離れた場所にありますが、屋上で有機の
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野菜を作り、それを材料に使いながらレストランに出しています。（８２）

　神楽坂にあるアルボールというお店も屋上で野菜を作っている人気のレストランです。店主が私の

ツアーに参加しまして、ノーブルロットのオーナーと引き合わせてあげました。（８３）

　「リビングルーム・シアター」という小さな映画館は、日本でもを中心市街地に作っていったら面白

いと思います。38～ 65席で 6ルーム（6スクリーン）あるのですが、

レストランが併設されていてお食事をゆったり食べながら映画鑑賞できるというものです。（８５）

　こうして一連のものを見てきますと、持続可能な社会というのは交通機関とか建築とか以上に、そ

こに暮らす人々の暮らしぶりやライフスタイルを一緒に楽しむことではないかなと思うのです。それ

がないと、次世代路面電車のＬＲＴ（ライトレールトランジット）を作っただけでは絶対にうまくい

かないのです。このことを私はいちばん強く言いたいと思います。（８６）

　これからはコンパクトシティという表現ではなく、ヒューマンシティの表現のほうがよいと思いま

す。ただコンパクトに機能を集めようというだけではうまくいきません。ライフスタイルという言葉も、

これからは暮らしぶりという言葉のほうがわかりやすいと思います。例えば、「小田原のライフスタイ

ルを作ろう」というと大上段になってしまいますが、「小田原のこういう暮らしぶりはいいよね」とい

うと、すごく入りやすいと思います。（８７）

　次に、ワークライフ・バランスのお話をしたいと思います。（８９）

夫、パートナーが家事を手伝わない率は、日本はダントツの 74％です。「俺は仕事だ、家庭はオマエだ」

という人がイタリアより多いのです。30歳未満の単身世帯では男性より女性のほうが所得が多いので

す。男女雇用均等法は逆にならないといけないかもしれません。（９１）

　けれども、働いている女性、共稼ぎの女性は本当に時間がなく、自由な時間を欲しています。（９２）

　　そこでご提案したいのが、シンデレラ・ショッピングナイトをナイトクルーズの延長線でできな

いかなということです。（９５）

　これは働く女性のためのシンデレラ・ショッピングナイトで、「時間がない、忙しすぎることが最大

の悩み」という女性のために、　夫やパートナーが家事を手伝う習慣をつくりましょうということで、

第 1木曜日だけでも、残業なし、今日はすぐに家に帰って「1ヶ月に 1回だけは自分が料理を作るん

だ」といった慣習づくりです。女性たちはその日はゆっくり買い物をしたり、カルチャーセンターに

行ったり、エステに行ったりするのです。ですから銀座の場合は開店時間を1時間遅らせていただいて、

10時スタートだったら 11時開店、8時閉店なら 9時にするという習慣を作ったらどうかという提案

です。（９６）

　もう１つの提案は、4月に日本ホビーショーに行っていてびっくりしたのですが、年々ホビーショー

に来る人が多くなっていてすごい熱気です。客層を見ると、今まで百貨店に行っていた客層です。い

まホビー市場は１兆円です。かわいらしいホビーだけではなく、女性がハンダゴテをやったりノコギ
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リを使って家具を作ったり、そこまで進んでます。ですから百貨店のワンフロアは東急ハンズの女性

版のような、それも工房を作る。そういうことで街の中に来ていただくというような業態を提案して

もいいのではないかと思いました。（９７）

　要するにきょう一番言いたいのは、人と街と商いをリンケージさせなくてはいけないということで

す。その時に、渡辺さんの提案にあったように環境もそうですが、ぜひ人を育てて雇用を増やして、

なるだけ銀座の中でうまく経済がまわるように、お互いに考えてやっていくことが必要ではないかと

思います。（９９）

　もう 1つ絶対に必要なのは、閉じるのではなくて開くというキーワードがありましたが、来店客を

ファンにして、その方々を顧客にしましょう。そこだけではなくて、並木通りはロイヤルカスタマー

づくりを率先するのです。サッカーで言えばサポーターになるような、そういうロイヤルカスタマー

を作っていきましょうとご提案させていただきます。それには、お店のお客は街のお客、街のお客は

お店のお客さんというような考え方が必要になります。（１００）

　最後のまとめです。環境共生社会はポートランドが先端を行っていますが、エシカルな思考がどん

どん拡大していっています。もう１つは社会交流欲という、今日初めて聞いた方もいらっしゃると思

いますが、こういう欲求をどう満たしてあげるかということが必要になってくると思います。

　3番目にサステナビリティー、持続可能性とは何なのか、もう一度考えていただけたらと思います。

　物だけではなく、ライフスタイル、自分たちの日常が豊かになるようなライフスタイルの業態をど

う作っていけるかが要になると思います。（１０１）

　最後に、店のお客様は街のお客様、街のお客様は店のお客様という気持ちで銀座の全体最適を考え

ていきましょう。

　今日は盛りだくさんのお話をさせていただきましたが、渡辺さんのハード面からのお話と私のソフ

ト面からの話で、少しでも皆様のお役に立てれれば幸いです。ご清聴ありがとうございました。

竹沢　どうもありがとうございました。最初にショッピングセンターのショッキングな写真などが出

てきてどうなるのかと思いましたが、銀座には時計と宝石の若き後継者がこのようにいらっしゃるの

で希望が持てるなと思いました。

　渡辺先生のお話とも共通していたのは、地域の密着、共生ですとか、ローカル主義という言葉でおっ

しゃっていましたが、その言葉が共通していたと思います。銀座というのは格好よいライフスタイル

というのか、銀座としての格好よさ、スタイルを持とうという意識がとても強い街だとおもいますので、

そういう意味では銀座もがんばっていけるのではないかと希望を持ちました。松本先生からは商いと

いう面から、そしていろいろな街の活動ということでお話をいただきましたが、そのような面からご

感想、ご意見、ご質問がありましたらぜひお願いします。
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　並木通りといえばライフスタイルを提案されたお店として、戦後のあこがれのライフスタイルを提

案されたサンモトヤマさんがあります。今日は茂登山さんがお見えなので、ご感想などいかがでしょ

うか。

茂登山　サンモトヤマの社長を務めさせていただいている茂登山です。実は一昨年ある新聞でこちら

の本のことを読ましていただいて、いつかおじゃまできることがないかと思っていた矢先にこういう

機会をいただいて、ありがとうございます。生意気なことをいうつもりはありませんが、私が社長に

なる前からこれからは物を売る時代ではない、お客様を飽きさせず、それを提供する私たちも楽しく

できる商売が大事ではないかといっていました。銀座 6丁目に店を構えさせていただいていますが、

私自身モノ選び、モノ探しでこれからいちばん大切な点は、それを持った方が気持ちが豊かになると

いうことで、そういうことをやりつづけ情報を発信つづけることで、結局はお客様に来店いただき、

先程渡辺先生がおっしゃっていたファンになり、ロイヤルカスタマーになっていくのではないかとい

うことです。私が心がけていたことがこうして先生方の心強いお言葉で支えられ、本日は感謝してお

ります。

竹沢　今日お話しいただいたなかで、街のイベントといいますか、みんなで少しずつやれるイベント

や街を挙げてやるイベントなど、いろいろヒントをいただいたと思います。亀岡幸子さんには街の企

画をずいぶんしていただいたので、一言いただけますでしょうか。

亀岡幸子　5丁目対鶴館の亀岡と申します。今日は大変貴重なお話をありがとうございました。すて

きなアイデア満載で、何をどう銀座で取り組んでいけるか考えさせていただきました。イベントとは

違うのですが、参考までにおうかがいしたいのですが、銀座の街はいま路上生活者の方がポロポロと

いて、有名な方もいらっしゃって、当ビルでも大変困っております。ポートランドで同じような問題

がないのかどうか、教えていただけますでしょうか。

松本　年に 2～ 3回ポートランドに行っていますが、行く度にホームレスの方が増えています。今回

は9月 17日から “Occupy  Portland” ということで、ポートランドにも公園を占領した方々が来ました。

ホームレスの方々も一緒にデモをされています。でもポートランドの人はすごくやさしいのです。排

除するのではなく、ホームレスの人にも先程見ていただいたような「クリーン＆セーフ」に参加させ

たりしながら、弱者を立ち直らせようという意識がとても強いのです。ポートランドでホームレスが

問題を起こしたというのはあまり聞いていません。たくさんいますが「秩序あるホームレス」というか、

そういう感じなのです。ですから、これはどう排除するかというよりはやさしい感じで見ていただく
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というのも一計ではないかと思います。お答えになっていなくて申し訳ないですが、ポートランドで

はそういう実情です。

竹沢　街の規模のこともあるのかという気がします。銀座全体や通りでどういうふうに対処できるの

かということでもあると思います。

渡辺　5年ほどポートランドに住んでいますので私のほうからお話しします。ポートランドではホー

ムレスの方を立ち直らせていくシステムを確立しようと努力しています。さらに、街中にシェルター

も多く見られます。パール地区自体は住居色が強いので、その中にシェルターは見たことはありません。

その横に広がっているチャイナタウンやダウンタウンの中に、食事などを提供するシェルター、宿泊

施設はかなりあり、ホームレスさんはそちらに厄介になったりしているようです。毎週日曜日にはダ

ウンタウンのど真ん中の公園で炊き出しをやったり、一緒に生活をしていこうというわけです。ポー

トランドが悪いわけではないし、その方たちが必ずしも悪いわけではない。社会病の 1つであるとい

う認識をもとに対応しています。

　またホームレスではないですが、低所得者層の方々への取り組みとして、パール地区ではたくさん

分譲マンションができたと申しましたが、特に新築の賃貸マンションの１部は必ず低所得者層用に同

じ部屋を安い値段で提供しなくてはならないという条例を決めています。高所得者、中所得者、低所

得者が一体となった、社会で対応していこうという形でセーフティーネットのようなものも始めてい

ます。

竹沢　それでは質問が他にないようですので、ここまでと致します。最後に西並木通り会副会長の海

東土地建物取引代表社員であります高木かよさんからご挨拶をいただきます。

高木　高木と申します。本日は渡辺先生、松本先生、ご両名お忙しいところ、西並木通り会のために

私たちにお時間をお作りいただきまして、私たちにわかりやすくお話しいただきまして、本当にあり

がとうございました。お忙しい中お集まりいただきました皆様も、お時間をお作りいただくのが大変

なお立場の方ばかりです。でも、このように勉強会をもてましたこと、またこのチャンスを与えてく

ださいました堀田さまにも心から感謝申し上げます。

　日本はいま不況のあとに災害等で 10年先この銀座がどうなるか、お分かりになる方はほとんどい

らっしゃらないと思います。5年後、3年後さえわからない、そんな状況です。でも今日のお話をうか

がいまして、これだったらもしかしたらできるかもしれない、そんなことが少し見えてうれしかった

です。他の街でにぎわっている所はたくさんあると思いますが、他にはなくて銀座にしかない、それ
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は品位、気品だと思います。それを壊すことなく、なつかしい美しい銀座に皆様で作り上げていただ

けたらと努力したいと思います。今日はありがとうございました。

竹沢　ではこれで本日の街づくり懇話会を終了いたします。それでは最後にもう 1度先生方に盛大な

拍手をいただきますよう、先生方どうもありがとうございました（拍手）。

以上
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